
 

 

報告第６５号 

 

新東広島市立美術館の開館記念式典等の開催について 

 

１ 概要 

八本松町からの移転整備を進めていた東広島市立美術館を令和２年１１月３日に開館し、開館記念

式典を実施するとともに、新美術館開館記念として、特別コレクション展「日常とつながる美術の扉

－わたしたちと美術の出会い」を開催する。 

 

２ 開館記念式典 

（１）日時  令和２年１１月３日（火･祝） ９時３０分～１０時００分 

（２）会場  東広島市立美術館北エントランス及び西条中央公園（西条栄町９番１号） 

（３）内容  市長挨拶、来賓祝辞、テープカット 

（４）来賓  衆議院議員、広島県知事、広島県教育委員会教育長、県議会議員、市議会議員、地元関

係者 

（５）その他 ・１０時のテープカットと同時に一般公開開始（当日無料開館） 

・祝典ブラスステージ（東広島芸術文化ホールくらら主催） 

・マルシェ（西条中央公園） 

 

３ 新美術館開館記念特別コレクション展について 

（１） 展覧会名  新美術館開館記念特別コレクション展  

「日常とつながる美術の扉－わたしたちと美術の出会い」 

（２） 会  期  令和２年１１月３日（火・祝）～１２月２０日（日） 

（３） 開館時間  ９時～１７時（入館は閉館３０分前まで） 

ただし、１１月３日（火・祝）は１０時開館、１１月２７日（金）、１２月１８日（金） 

は１９時まで夜間開館 

（４） 展覧会概要 

４０年以上の歴史をもつ東広島市立美術館の歩みを振り返り、初公開作品を含む当館コレクショ

ンを中心に、地域の美術や文化を交え日常とつながる美術の多様性やその豊かさを紹介する。 

（５） 展示内容 出品点数：版画１０９点、絵画１３点、写真１３点、立体１３点（総数１４８点） 

（６） 主な展示作品 

ジョアン・ミロ《最後の版画》シリーズ、橋口五葉《化粧の女》、草間彌生《南瓜》、今井政之《象

嵌彩窯変洋蘭花壺》、大久保博《農家の一隅》、広島県重要文化財《木造薬師如来坐像》（安芸國分

寺蔵）ほか 
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